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オンとオフを大切
たいせつ

にし隊
たい

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動 小暮　優奈

取り組種別 問題解決型

小暮　優奈　（相談員）

中村　眞規

鈴木　麻希 ケアマネジャー

都築　洋一 事務

伊藤　憲次 看護師

相談員

事務正田　和代

甲斐　ルミ ケアマネジャー

理学療法士

理学療法士

武藤　久子

小笠原　尚和

井戸　寛人

令和5年4月　～　9月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標） ひと月の職員一人当たりの平均残業時間

（目標値）4.5時間/月以内

①残業時間の制限がないに対し、ルールを作成し20時以降は残業なしとノー残業デイを個人で設定し週1回
実施した。
　また、個人で残業時間の目標値を設定し管理体制を強化した。
②カルテ記録の時間がないに対し、ルールを作成し時間内にカルテ記録の時間をつくった。
　　また、一人の記録時間は5分以内とした。
③管理業務の時間がないに対し、ルールを作成し週1回管理業務できる日をつくった。

（実施前）　職員一人当たり5.2時間/月　目標値より+0.7時間

（実施後）　職員一人当たり3.5時間/月　目標値より-1.0時間

【教育】　　　20時以降の残業０にし、オンとオフの切り替えが業務効率に影響することを
　　　　　 　　全体発信で周知し職員理解を深めること。
【標準化】　 個人で残業時間の目標を設定すること。20時以降の残業は０にすること。
   　　　　　　ノー残業デイを週1回設定すること。
【管理】　　　管理職と月1回残業時間についてミーティング実施し、
　　　　　　　 PDCAサイクルを回し残業時間の管理を徹底すること。

小暮　優奈
こぐれ　ゆうな

　(相談員)介護老人保健施設ライフサポートねりま

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

③管理部門

リーダー名
（職種）

回

活動期間
歯科衛生士

事務

施設名

演題名 当施設における残業時間の短縮

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

2022年度の残業代が22,000千円で医業収入の3.6%を占めている。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 6



【現状把握】
①2022年度の残業時間実績 ②2022年度残業代と20223年度目標値

③2023年度残業時間目標値 ④2023年度4-5月残業実績

【目標設定】
2023年度の目標値以内にしたい！！

年間約2,000千円と経費削減することで医業利益率約0.3%向上できる

【要因解析】
要因の解析まとめ



【要因解析】
重要要因の検証① 重要要因の検証②

重要要因の検証③ 重要要因の検証（一覧 ）

【対策の立案】 【対策の実施】

【効果の確認】 【波及効果】

【無形効果】



【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


